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2021 年 9 月 3 日 
愛知大学文学部心理学科 

教授 関義正 

「オカメインコは音楽のメロディにシンクロして歌をうたう能力を持つ」 

 
ポイント 
■ 音楽のメロディを模倣して発声する動物種は少ない。 
■ 人はしばしば複数でタイミングを合わせて歌をうたうが、このような行動を示す動物
種はさらに少ない。 
■ 本研究は、オカメインコがこれら二つの能力を自発的に組み合わせ、音楽のメロディに
同調し、いわばユニゾン＊で歌をうたえることを実験的に示した。 
 
概要 
 以前より、オカメインコの飼育者の間では、口笛で音楽を奏でると、一部のオカメインコ
がそれを模倣し、また演奏の途中でそれに加わり、見事に同調してうたうことが話題になっ
ていました。このたび、愛知大学文学部心理学科の関義正教授は、実験によりオカメインコ
がそのように振る舞うことが事実であることを確認し、学術論文として発表しました。これ
は、ヒト以外の動物が音楽のメロディに同調してうたうことを示した初の報告となります。 
 人間社会においては、複数人で声を揃え、同じ旋律で歌をうたう行動は広く一般に見られ
ます。本研究により、ヒト以外の動物を用いた比較研究によって、このような行動の起源や
機能を探るための道が開かれたことになります。また、本研究は、音楽に関連するそれ以外
の研究についても生物学的視点を導入することの価値を内外に示すものとなります。 
 本研究成果は米国の学術誌 PLOS ONE（プロスワン）にて 2021 年 9 月 4 日 15 時（日本
標準時）に公開されます。 
https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0256613 

 
背景 
 ヒトはなぜ、文化圏の違いによらず、音楽を生み出し、楽しむのでしょうか。私たちの祖
先は、なぜ、どのように、そのような能力を獲得したのでしょうか。そもそも、音楽とはい
ったい何なのでしょうか。これらの問の答えを得るには、おそらくヒトの文化の研究だけで
は足りません。では、ヒト以外の動物の行動を研究することで、その答えを見いだすための
手がかりが得られるでしょうか。これまで、鳴禽類（スズメの仲間）のさえずりなど、ヒト
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以外の動物が発するさまざまな音列が音楽になぞらえられ、研究されてもきました。とはい
え、それら動物の生み出す音列とヒトの音楽のメロディとでは、音素や音の並びの構造が異
なります。 
 一方で、愛鳥家の間では、ヒトとともに生活しているオカメ
インコ（図１）が音楽のメロディを真似してうたうことが広く
知られています。YouTube などの動画サイトには、オカメイ
ンコが「ミッキーマウスマーチ」や「となりのトトロのテーマ」
のメロディをうたっている動画が多数見つかります。ほとんど
の動物は、ヒトとともに暮らしていても、音楽のメロディを模
倣するようにはならないため、これはオカメインコならではの
特徴と言えます。そこで、本研究では、オカメインコを対象と
した実験により、音楽の起源や役割についての疑問の答えを得
るための手がかりを探すことにしました。 
（成果を可能にした工夫・方法）寿命が 20 年を超え、毎日ケージから出して、時間をとっ
て遊ぶ必要のあるオカメインコは、大学での研究に向いているとは言えません。しかしなが
ら、音楽模倣能力の研究をするためには、他の動物種では代替が利きません。そこで、論文
の著者は最後まで責任をもって飼育し続ける覚悟を決め、オカメインコのヒナ 6 羽を購入
し、給餌しながら成鳥になるまで育てました。その過程を通じ、論文の著者自身が口笛で奏
でたミッキーマウスマーチに似たメロディ（もしくはその録音したもの）を定期的に聞かせ
たことで、特別の訓練をすることもなく、3 羽のオスのトリがそのメロディを模倣するよう
になりました。さらに、そのうちの 2 羽は、メロディを聞かされると、そのメロディに自発
的にタイミングを同調してうたうかのような行動を見せるようになりました。 
 
方法と結果 
 そこで、それらのトリが本当にメロディに能動的に同調してうたっているのかを実験的
に検討することにしました。そのために、トリが歌をうたっている途中で、あらかじめ録音
しておいたメロディを再生して聞かせました。すると、トリはメロディに合わせて自分の歌
のタイミングを調整しました。このメロディは休止区間を挟み、前・後半部に分かれていま
すが、メロディの再生開始の遅れに応じ、トリは休止区間の長さを変えることで、後半部の
歌い始めのタイミングをメロディのタイミングに揃えました（図２・図３）。 
 また、トリが歌をうたっていないときにメロディを聞かせてみると、メロディの進行状況
に合わせて、途中から歌に加わることが繰り返し観測されました（図４）。この場合、トリ
のうたう歌の最初の部分が欠落することになります。メロディが再生されない状態でトリ
が単独でうたった数十回の歌の記録の中には、そのような欠落は一度も見いだされません
でした。つまり、この現象はメロディの再生によって引き起こされたものであることが確認
されました（p < 0.001, フィッシャーの直接確率検定）。 

図１ オカメインコ 
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図２ うたっている途中でメロディが再生されるとオカメインコはその再生に合わせて
自分の歌のタイミングを調整する。トリの歌と再生したメロディそれぞれのサウンドス
ペクトログラム＊。トリの歌は水色、再生されたメロディは桃色。X （黄部分）はメロデ
ィの再生を遅らせた長さ、Y（緑部分）はトリがタイミングを遅らせた長さ。 

図３ メロディの再生の遅れの
長さとトリが歌の開始を遅らせ
る時間の長さには相関がある（ 
r = 0.972 [95% CI = 0.899 − 
0.992]. t = 12.975, df = 10, p < 
0.001）。 

図４ オカメインコは先行するメロディに合わせて途中から歌に加わる。トリの歌は水
色、再生されたメロディは桃色。 
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考察と今後の展開 
（成果の学術的意義）本研究はオカメインコが音楽のメロディを模倣し、さらに、自発的・
能動的にメロディの演奏に合わせてうたうことを実験的に示しました。動物が音楽のメロ
ディを模倣することを示した報告[1]はありますが、その数は極めて少数です。また、動物
が同種他個体とユニゾンでうたうという報告[2]もありますが、それらの歌に用いられる音
のパターンは、その動物がもともと野生で発している音声レパートリーの内に限定されて
います。そのため、本研究成果は、ヒト以外の動物が、人間の楽曲のメロディに同調してう
たうことを示した初の学術的な報告となります。さらに、この模倣や同調が生じた要因の一
つは、トリたちと飼育者との強い社会関係であると考えられます。これは、共にうたうこと
を含む音楽の起源を社会的絆の強化に関連付けた仮説[3]を支持するものとなります。 
 加えて、この行動には、かなり複雑な認知過程が関わります。発声学習能力＊に加え、①
楽曲の全体構造を把握し、②現在聞こえている音に続いて流れてくる音を予測し、③その音
の出現のタイミングに合わせて発声する能力が必要です（図５）。本研究は、オカメインコ
がこれら高度な認知処理能力のすべてを持ち、組み合わせて使えることを示しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（波及効果）本研究により、オカメインコが自発的に音楽のメロディを模倣すること、さら
に、能動的に音楽のメロディの演奏に合わせて歌をうたうことが確認されました。これは、
人間特有の文化的表現とみなされている音楽の研究を進めるための比較対象となり得る動
物が見つかったことを意味します。これにより、私たちがなぜ音楽を楽しむのか、という疑
問の答えを得るために、これまでとは異なる生物学的視点からの研究が可能になります。 
 さらに、高度に文化的でヒトに特有と思われる行動とそれを可能にする高度な認知能力
が、全く異なる進化を経てきた動物と共有されているというこの事実は、（動物を含む）自
分たちとは異なる他者と共生し、多様性を認めることの重要性についての理解を進めるた
めの強力な事由として用いられることが期待されます。 
（今後の課題）本研究は、オカメインコが音楽のメロディへのタイミング同調能力を持つこ
とを示しました。今後は、オカメインコがヒトと同様に、メロディの再生速度の変化に応じ
て歌の速度を変える能力や、音高変化への同調能力をも持つのかを検討できます。 

図５  メロディに同調して
うたうために必要な能力の
模式図。 
①楽曲の全体像を把握  
②続いて出現する音を予測 
③発声運動の時間制御 
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本研究で用いたオカメインコが口笛に合わせてうたっている動画の例（PR 用） 
https://youtu.be/ag8dUlimC2w 

 
用語解説 
ユニゾン…斉唱のこと。複数で、同じ旋律・同じタイミングでうたうこと。 
サウンドスペクトログラム…音を図示する方法の一つ。縦軸で音高（周波数）、横軸で時間
を表し、濃度で音の強さを表現する。 
発声学習能力…新たに聞いた音のパターンを自分の発声レパートリーとする能力のこと。音
声言語の基盤の一つでもある。キュウカンチョウやオウム・インコなどの鳥類および一部の
動物群（クジラ・ゾウなど）に見られるが、ヒト以外の霊長類にはないとされる。 
 
利益相反 
著者には開示すべき利益相反はありません。 
 
財源情報 
本研究は「文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域研究 共創的コミュニケーションのた
めの言語進化学」の計画研究の一部として行われました。 
 
問い合わせ先 
研究に関すること： 
 愛知大学文学部心理学科 教授 関義正  
 E-mail：yseki@aichi-u.ac.jp 
報道担当： 
 愛知大学企画部広報課 電話 052-937-6762 


